て、 この アンボン タンが どんなな り をして いたかと い 

じゅす もん 

うと、 黒毛襦 子が はやり だした 時分な ので、 加賀紋 (赤 

や、 青 や、 金の 色糸で 縫った 紋) をつ けた 赤い 裏の 羽 

織、 黒 羅紗の マントル (赤 裏) を 着て 下駄 は 鈴の はいつ 

た ボック リだ。 

学校と 露路を 間にして、 これ も 元禄 年間に 建った 表 

かみや 

町 通りの 紙 店の 荷 蔵が ある。 その 裏の 何 か を 取り は 

ら つ て 空地が 出来た 時、 どんなに 児童た ち は よろこん 

だか しれない。 向う の 方に 青い 樹が 五、 六本、 教室の 

ざくろ 

窓の 竹 格子に むかって 柘榴の 花が まっかだった。 両側 

が 土蔵と 土蔵で、 突 当りが 塀で 他家の 庭木が こん もり 



て やった が、 おまつち やん は 見向き もしないで、 窓に 

せきばん いろせ きひ つ か 

石盤 をのせ て、 色 石筆で あね さま を 絵いて いた。 あた 

たたず 

しも 仕方なし に 佇んで いた。 すると、 窓に 並んだ 勝 

かなもの 

手口の 方で、 力 タンと 金属の 音が した。 あたし も 見た。 

おまつち やん も 見た。 

こじき としょり 

露地の 出口 を 乞食の ような 老人が 出て ゆく 後 姿が 見 

える。 その 老人の さげて ゆく ものが 力 タン 力 タンと 鳴 

る。 

なべ 

- ff: 力 ff: 力 ff: 力 」 

おまつち やん は 出来るだけの 声 を だした。 

秋 山 先生 は 御飯 後の 苦い お茶 を 喫んで、 蘭の 葉 色 を 



むぎわら ぼ-つ 

かれた。 ある 夏の 夕方、 彼女が 麦藁 帽を かぶって、 

こうま かたびら へこおび 

黄麻の 大 がす リの 維子 を 着て、 浅黄ち りめんの 兵児帯 

をし めて、 片腕 ブラ リ とさせて 俥 夫の 松さん に 連れら 

やつ もや 

れて 百々 瀬へ 行く 姿 を、 あたし は 町の 角で、 夕霧に う 

すれて ゆく の を 見送りながら 大声で 泣 出した くな つた 

の を 覚えて いる。 そんな 風な ので、 ぉ灸の 時、 あたし 

あ ら あせ 

は 滝に うたれ たように、 全身の 膏汗 に へ トへト にな つ 

ど こ はんばつ 

てし まってい るが、 おまつち やん は 何処まで も 反撥し 

た。 お 小用 だとい うのが 癖で、 それで 手 を ゆるめる と 

逃る ので、 出た ければ しても よいと いうと、 小さな 彼 

女 はもう ぉ灸の 熱さ も、 乗って いられる 苦し さも 忘れ 



をい つた。 ある 春の 日、 山吹き のしん をぬ いて、 紅で 

こむすめ 

染めて 根が けに かけて きた 小娘が 交って、 あたしのお 

座 をと りまい ていた。 あたし はいつ もの 通り 石盤へ 人 

間 を 2 の 下 ヘリの 字 をつ けたよう な 形に 描いて、 昨日 

の 続きの 出たら め 話 をして いると き だ つ た。 

きんぼう ちょうじ 

「金 坊、 沈丁花の 油 をつ けて きたね ご 

と 通りが けに 先生が 言った。 金坊 とよ ばれた の は 古 帳 

きょち と 

面屋の 娘で、 清 元 をなら つてい る 子だった。 ニコ リと 

笑った、 前髪から 沈丁花の 花 を だして 見せた。 

この 学校の 向う に、 後日 あたしが ゼ花を 習いに いつ 

た 娘の 家で、 針 医さん があった。 もす こし さきへ ゆく 



と、 塀ぎ わに 堀 井戸が あって、 門 内に 渡り廊下の 長い 

まごめ 

橋の ある 馬 込さん という 家が あつたが、 そこの 女中が 

おみこし 

お 竹 大日 如来だった の だとい つて、 大 伝馬 町の 神輿の 

おまつり 

祭礼の 時、 この 井戸が よく 飾り ものに 用いられ たが、 

ある 時 は 団七九 郎兵衛 の 人形 を 飾り、 ある 時 は その 家 

と 一 ^ じき 

にち なんだ お 竹 大日 如来が お 米 を 磨いで いて、 乞食に 

自分の 食 を ほどこし をして いるの だ つ た。 

となり たゆう ひょうたん ちょうちん 

その 隣家に 清 元の 太夫と かいう 瓢簞 の紋の 提灯 を 

さげた 駄 菓子屋が あ つ た。 石筆 や 紙 や 学校用品 を 売 つ 

ていたが、 売手のお かみさんが 上手な ので、 近いと こ 

ろよりも、 生徒 は そこに 集まった。 おかみさん は 学校 
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